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り扱うことが求められます。そこで、個人情報保
護委員会からすべての民生委員が知っておきたい
個人情報保護に関する知識と取り扱いの基本を解
説いただくとともに、全民児連の個人情報に関す
る取り扱いに関する考え方ついて紹介します。

　民生委員・児童委員（以下、民生委員）には、そ
の活動に必要となる個人情報が適切に提供される
ことが望ましいと考えられている一方、民生委員
の活動において知りえた個人情報については、そ
の個人の権利の観点から極めて慎重かつ適切に取

個
人
情
報
保
護
法
と
そ
の
改
正

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

〔
平
成
15（
２
０
０
３
）年
法
律
第
57
号
。

以
下
、
個
人
情
報
保
護
法
〕は
、
利
用

者
や
消
費
者
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
、

企
業
や
行
政
機
関
な
ど
に
個
人
情
報
を

き
ち
ん
と
大
切
に
取
り
扱
っ
て
も
ら
っ

た
う
え
で
、
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

共
通
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
法
律
で
す
。

　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
５（
２
０
２
３
）
年
４
月
か
ら
は
、

民
間
部
門（
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
）

に
加
え
て
、
公
的
部
門（
国
の
行
政
機

関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団

体
等
）に
係
る
個
人
情
報
保
護
制
度
に

つ
い
て
も
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
所

管
す
る
と
と
も
に
、
監
視
・
監
督
権
限

等
が
一
元
化
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
情
報
と
は

　
個
人
情
報
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に

と
え
ば
、
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
、
基
礎
年

金
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員
活
動
に

関
す
る
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答

　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答（
Ｆ

Ａ
Ｑ
）を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な

か
か
ら
、
民
生
委
員
活
動
に
関
す
る
Ｆ

Ａ
Ｑ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

質
問
❶
　
民
生
委
員
を
し
て
い
ま
す
が
、

民
間
の
事
業
者
か
ら
、
活
動
に
必
要
な

個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
ら
れ
ず
苦
慮

し
て
い
ま
す
。
提
供
を
受
け
る
こ
と
は

可
能
で
す
か
。

回
答
❶　
民
生
委
員
は
、
福
祉
事
務
所

な
ど
の
協
力
機
関
と
し
て
職
務
を
行
う

関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
個
人

情
報
に
は
、
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
を
含
み
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
に

は
、
個
人
識
別
符
号
が
含
ま
れ
る
情
報

も
該
当
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
氏
名
は
社
会
通
念
上
、

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
通
常
、

個
人
情
報
に
な
り
ま
す
。
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
顔
写
真
も
、

個
人
情
報
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
年

月
日
と
氏
名
の
組
み
合
せ
、
電
話
番
号

と
氏
名
の
組
み
合
せ
な
ど
は
、
こ
れ
ら

の
情
報
が
全
体
と
し
て
個
人
情
報
に
な

り
ま
す
。

　
個
人
識
別
符
号
と
は
、
そ
の
情
報
だ

け
で
も
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
番

号
、
記
号
、
符
号
等
の
こ
と
で
す（
具

体
的
に
は
政
令
や
規
則
で
列
挙
）。
た

民生委員・児童委員活動と

個人情報保護
知って
おきたい

解
説

法
制
度
の
概
要
と
民
生
委
員・児
童
委
員
活
動

個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局

（
注
）本
紙
面
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｑ
に
一
部
補
足
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
活
動
の
円
滑
な

実
施
の
た
め
に
は
、
個
人
情
報
の
適
切

な
提
供
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

民
生
委
員
に
は
、
民
生
委
員
法
等
に
お

い
て
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
ふ
ま
え
、
各
主
体
か
ら
、
そ
の
活

動
に
必
要
な
個
人
情
報
が
適
切
に
提
供

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
民
生
委
員
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員

と
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
民
生

委
員
へ
の
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
が
法
令

に
基
づ
く
場
合
や
、
当
該
民
生
委
員
が

法
令
に
定
め
る
事
務
を
遂
行
す
る
こ
と

に
対
し
て
協
力
す
る
必
要
が
あ
り
、
本

人
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
よ
り
当
該
事

務
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
は
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ

と
な
く
当
該
個
人
デ
ー
タ
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
ま
す（
個
人

情
報
保
護
法
第
27
条
第
１
項
第
１
号
及

び
第
４
号
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

の
場
合
、
民
生
委
員
は
本
人
の
同
意
を

得
る
こ
と
な
く
、
個
人
デ
ー
タ
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

質
問
❷
　
地
方
公
共
団
体
か
ら
民
生
委

員
へ
、
活
動
に
必
要
な
個
人
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

回
答
❷　
地
方
公
共
団
体
は
、
保
有
個

人
情
報
を
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
民
生

委
員
に
利
用
さ
せ
る
、
ま
た
は
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
が
、
民
生
委
員
に
対

し
て
、
保
有
個
人
情
報
を
臨
時
的
に
利

用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
利
用
さ

せ
る
、
ま
た
は
提
供
を
行
う
場
合
と
し

て
は
、　

①	

法
令
に
基
づ
く
場
合

②	

民
生
委
員
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
あ
る
た
め
、
民
生
委
員
法
や
児
童

福
祉
法
に
基
づ
く
業
務
に
必
要
な
限

度
で
提
供
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を

利
用
し
、
か
つ
、
当
該
保
有
個
人
情

報
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
相
当

の
理
由
が
あ
る
と
き
で
あ
っ
て
、
情

報
提
供
を
行
う
地
方
公
共
団
体
の
機

関
と
情
報
提
供
を
受
け
る
民
生
委
員

と
の
関
係
や
民
生
委
員
が
行
う
事
務

の
内
容
に
応
じ
て
、
法
第
69
条
第
２

項
第
２
号
ま
た
は
同
項
第
３
号
を
根

拠
に
行
う
場
合

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
同
号
に
お
け
る「
相
当
の
理

由
が
あ
る
と
き
」と
は
、
行
政
機
関
等

の
恣
意
的
な
判
断
を
許
容
す
る
も
の
で

は
な
く
、
少
な
く
と
も
、
社
会
通
念
上
、

客
観
的
に
み
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
相
当
の
理
由

が
あ
る
か
否
か
は
、
保
有
個
人
情
報
の

内
容
や
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目

的
等
を
勘
案
し
て
、
行
政
機
関
の
長
等

が
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
例
外
的
に
利
用
目
的
以
外
の
目
的

の
た
め
の
利
用
・
提
供
が
許
容
さ
れ
る

場
合
に
つ
い
て
規
定
し
た
趣
旨
か
ら
、

例
外
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
理
由
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
、
実
際
の
提
供
の
適

否
に
つ
い
て
は
、
保
有
個
人
情
報
の
内

容
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目
的
、

提
供
先
に
お
け
る
必
要
性
等
を
勘
案
し

て
、
利
用
目
的
の
た
め
の
提
供
か
利
用

目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
の
提
供
か
を

含
め
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
適
切

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
先

　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
で
は
、
個
人

情
報
保
護
法
に
関
す
る
総
合
的
な
案
内

所
と
し
て「
個
人
情
報
保
護
法
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
」を
設
け
、
個
人
情
報
等
の
取

扱
い
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

電
話
番
号	

0
3
‒
6
4
5
7
‒
9
8
4
9

受
付
時
間	

9
時
30
分
～
17
時
30
分

（
土
日
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
法
に
関
す
る

基
本
的
な
質
問
に
対
し
て
常
時
対
応
可

能
な「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス（
Ｐ
Ｐ
Ｃ
質
問

チ
ャ
ッ
ト
）」の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
個
人
情
報
保
護

法
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
ほ

か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
動
画
等
の
広
報

資
料
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
で
は
、
今
後

も
個
人
情
報
保
護
法
の
理
解
の
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、
民

生
委
員
）は
、
関
係
機
関
・
団
体
と
協

力
し
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
」
で
あ
る

民
生
委
員
に
と
っ
て
地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
の
構

築
の
た
め
に
も
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
は
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
、
民
生
委

員
活
動
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

民
生
委
員
活
動
と

個
人
情
報
保
護

　
民
生
委
員
活
動
で
は
、
支
援
を
必
要

と
す
る
世
帯
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
力
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
社
会
福
祉
関
係

者
は
法
令
等
に
よ
り「
守
秘
義
務
」
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
提
の
も

と
に
、
関
係
者
同
士
が
お
互
い
を
信
頼

し
、
課
題
解
決
の
た
め
に
支
援
が
必
要

な
世
帯
の
情
報
を
提
供
・
共
有
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
も
、
民
生
委
員
法
第
15
条

で「
守
秘
義
務
」
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
民
生
委
員
は
個
人
情
報
保
護
法
の

対
象
事
業
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
民

生
委
員
法
の
守
秘
義
務
規
定
に
則
り
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
わ
な
い
よ

う
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
い
っ
そ
う
の
注
意
を

払
っ
て
い
る
姿
勢
や
、
民
生
委
員
に
は

守
秘
義
務
が
あ
る
こ
と
を
住
民
や
関
係

者
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
住
民

か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

情
報
収
集・本
人
の
同
意

　
民
生
委
員
は
活
動
の
な
か
で
、
必
要

に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情
報
を
収

集
し
ま
す
。
そ
の
際
、
支
援
に
必
要
な

情
報
の
み
の
収
集
に
留
め
る
こ
と
、
情

報
収
集
の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
情

報
を
何
に
使
う
の
か
を
丁
寧
に
説
明
し

ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
、
支
援
を
必
要
と

す
る
世
帯
と
の
合
意
形
成
が
重
要
で
す
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
へ
の
説
明

や
同
意
が
必
要
な
内
容
と
し
て
、

①	

支
援
の
記
録
を
と
る（
保
管
は
慎
重

に
行
い
、
目
的
外
使
用
は
し
な
い
）

②	

記
録
の
開
示
請
求
が
あ
れ
ば
同
意
す

る
③	

支
援
に
必
要
と
思
わ
れ
る
関
係
機

関
・
専
門
職
・
住
民
な
ど
に
は
情
報

を
共
有
す
る（
支
援
の
関
係
で
、
そ

れ
以
外
の
機
関
・
団
体
等
と
の
共
有

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
あ
ら
た
め

て
同
意
を
得
る
）

④	

生
命
、
身
体
、
財
産
等
に
関
わ
る
緊

急
時
は
例
外
的
な
取
り
扱
い
を
行
う

可
能
性
が
あ
る

と
い
っ
た
４
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

福
祉
票
等
の
管
理・民
児
協
内
で
の

管
理
の
あ
り
方

　
民
生
委
員
活
動
の
な
か
で
作
成
し
た
、

福
祉
票
等
の
個
人
情
報
の
記
載
さ
れ
た

書
類
の
管
理
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は「
外
に
も
ち
出
さ
な
い
」、

「
資
料
と
し
て
外
部
に
そ
の
ま
ま
提
供

し
な
い
」、「
支
援
が
終
結
し
た
時
点
で

情
報
を
破
棄
す
る
」、「
記
録
に
は
、
本

人
に
確
認
し
た
こ
と
の
み
を
記
載
し
、

支
援
に
直
接
関
係
な
い
事
項
や
、『
う

わ
さ
』、『
伝
聞
』
等
は
記
載
し
な
い
」、

「
本
人
や
家
族
が
記
載
を
拒
否
す
る
事

項
は
記
録
し
な
い
」と
い
っ
た
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

民
生
委
員
個
人
だ
け
で
な
く
、
民
児
協

と
し
て
取
り
決
め
て
お
く
必
要
も
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
他
機
関
を
含
め
た

事
例
検
討
会
議（
ケ
ー
ス
会
議
）
等
を

行
う
場
合
は
、
支
援
に
直
接
関
わ
る
こ

と
の
た
め
、
担
当
世
帯
の
個
人
情
報
を

出
す
こ
と
は
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
実
践
発
表
や
研
修
、
研
究

が
目
的
で
担
当
世
帯
の
個
人
情
報
を
使

用
す
る
場
合
は
、
基
本
的
に
本
人
の
同

意
を
得
た
う
え
で
、
資
料
の
匿
名
化
を

図
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
事
例
検
討
会
議
で
あ
っ
て
も
、

会
議
終
了
後
に
資
料
を
回
収
す
る
な
ど

の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

開
示
請
求
へ
の
対
応

　
何
ら
か
の
理
由
で
、
支
援
対
象
で
あ

民
生
委
員・児
童
委
員
活
動
に
お
け
る

個
人
情
報
の
基
本
的
な
考
え
方
と
留
意
点
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る
世
帯
か
ら
、「
自
分
の
福
祉
票
の
記

載
内
容
を
見
せ
て
ほ
し
い
」、「
自
分
の

福
祉
票
を
修
正
・
抹
消
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
要
求
が
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
要
求
に
は
、
誠
実
な

対
応
が
必
要
で
す
。
い
つ
求
め
ら
れ
て

も
良
い
よ
う
、
開
示
の
可
能
性
が
あ
る

諸
資
料
に
は
、
つ
ね
に
客
観
的
な
事
実

の
み
を
記
録
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
記
録
内
容
に
つ
い
て
本
人
か
ら
訂
正

や
削
除
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
修
正

後
の
内
容
を
本
人
と
再
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
権
利
・
利
益
を

保
護
す
る
た
め
に
記
録
の
利
用
を
停
止

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
記
録
そ

の
も
の
の
処
分
、
返
却
と
い
っ
た
対
応

を
図
り
ま
す
。

行
政
、関
係
機
関・団
体
と
の

連
携・協
働
と
個
人
情
報

　
民
生
委
員
が
地
域
福
祉
推
進
の
役
割

を
発
揮
す
る
う
え
で
、「
協
働
・
連
携
」

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
関
係
機
関
や
支
援

者
か
ら
情
報
の
共
有
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
実
情
を
ふ

ま
え
た
個
人
情
報
の
第
三
者
提
供
の

ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
福
祉
専

門
職
な
ど
の
守
秘
義
務
を
も
つ
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
守
秘
義
務
が
な
い

者
で
は
、
伝
え
ら
れ
る
情
報
が
異
な
り

ま
す
。「
誰
に
」「
ど
こ
ま
で
」
情
報
を

提
供
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
民
児
協

と
し
て
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
で
、
行
政
か
ら
活
動
上
必
要
な

担
当
地
区
住
民
に
関
す
る
情
報
が
提
供

さ
れ
ず
、
活
動
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
す
。
必
要
な
場

合
は
、「
民
児
協
」
と
し
て
行
政
に
情

報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

生
命
等
に
関
わ
る
緊
急
時
の
対
応

～
取
り
扱
い
上
の
例
外
～

　
個
人
情
報
は
基
本
的
に
、
許
可
な
く

他
の
人
に
伝
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
命
・
身
体
・

財
産
に
関
わ
る
事
態
に
お
い
て
、「
緊

急
を
要
し
」
か
つ「
本
人
確
認
が
取
れ

な
い
」場
合
、
例
外
的
に
個
人
情
報
の

第
三
者
提
供
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
緊
急
か
ど
う
か
の
判
断
に
迷
う
ケ
ー

ス
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

民
児
協
で
事
例
検
討
や
話
し
あ
い
を
重

ね
、
緊
急
対
応
時
の
判
断
力
を
磨
き
ま

し
ょ
う
。

さ
い
ご
に

　
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
と
し
て
つ
ね

に
心
が
け
た
い
事
項
で
す
。
当
て
は
ま

る
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□	

個
人
情
報
の
含
ま
れ
る
書
類
等
は
、

家
族
の
目
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
保

管
し
て
い
る
。

□	

記
録（
書
類
）は
、コ
ピ
ー
し
た
り
、

外
へ
は
も
ち
出
し
て
い
な
い
。

□	

不
要
に
な
っ
た
情
報
は
、
適
切
に

廃
棄
し
て
い
る（
１
年
ご
と
な
ど
、

定
期
的
に
確
認
し
て
い
る
）。

□	

記
録
に
は
、
事
実
の
み
を
記
録
し

て
い
る（
伝
聞
、う
わ
さ
な
ど
は
記

載
し
て
い
な
い
）。

□	

記
録
そ
の
も
の
を
会
議（
事
例
検
討

等
）の
資
料
に
提
供
し
て
い
な
い
。

□	

研
修
目
的
で
使
用
す
る
事
例
は
匿

名
表
記
と
し
、
終
了
後
に
回
収
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

□	

民
児
協
と
し
て
、個
人
情
報
保
護
に

つ
い
て
定
期
的
に
学
習
し
て
い
る
。

□	

民
児
協
で
、記
録
の
引
き
継
ぎ
や
、支

援
の
た
め
の
関
係
者
と
の
情
報
共

有
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。

□	

民
児
協
で
、情
報
紛
失
時
等
、万
が

一
に
備
え
た
対
応
ル
ー
ル
を
定
め

て
い
る
。

『ひろば』を活用して、単
位民児協の定例会などで
民生委員・児童委員とし
ての学びを深めましょう。

❶	福祉票等の個人情報
が記載された書類を
どのように保管して
いるか話しあってみ
ましょう。

定例会で
話しあってみよう

❷	民児協として、個人
情報をどのように管
理するか決めましょ
う。

特集 民生委員・児童委員活動と個人情報保護知っておきたい
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令
和
４
年
12
月
の
民
生
委
員
の
一
斉
改

選
で
は
、全
国
の
定
数
24
万
５
４
７
人
に

対
し
、委
嘱
数
22
万
５
３
３
６
人
で
、約

１
万
５
０
０
０
人
の
欠
員
が
発
生
し
ま
し

た
。
充
足
率
も
93
・
７
％
で
、前
回（
令
和

元
年
12
月
）の
一
斉
改
選
と
比
べ
約
１
・

５
％
低
下
し
ま
し
た
。

本
連
載
は
、民
生
委
員
、児
童
委
員（
以

下
、民
生
委
員
）の
な
り
て
確
保
が
喫
緊

の
課
題
と
な
る
な
か
、次
期
改
選
に
向
け

て
具
体
的
な
対
策
を
行
う
た
め
の
ヒ
ン
ト

と
し
て
、各
地
の
実
践
事
例
を
紹
介
す
る

も
の
で
す
。

実
際
の
取
り
組
み
紹
介
は
次
号
か
ら
と

な
り
ま
す
が
、今
回
は
前
段
と
し
て
、全
民

児
連
が
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
、令
和

４
年
12
月
の
一
斉
改
選
の
振
り
返
り
の
結

果
を
報
告
し
ま
す
。
な
お
、報
告
の
全
体

は
全
民
児
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
考
え
る
な
り
て
確
保

今
回
の
振
り
返
り
で
は
、18
市
区
町
村

を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、推
薦
の

仕
組
み
や
行
政
・
社
協
か
ら
の
依
頼
事
項
、

行
政
・
民
児
協
と
し
て
の
民
生
委
員
へ
の

支
援
な
ど
を
聞
き
と
り
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、「
推
薦
が
ス
ム
ー

ズ
な
地
域
の
特
徴
」や「
委
員
活
動
を
続

け
や
す
い
環
境
」に
つ
い
て
、市
区
町
村

を
問
わ
ず
次
の
よ
う
な
比
較
的
共
通
の
傾

向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

【
推
薦
が
ス
ム
ー
ズ
な
地
域
と
し
て

	

あ
げ
ら
れ
た
地
域
の
特
徴
】

・�

自
治
会
や
地
域
の
関
係
機
関
が
民
生
委

員
の
意
義
や
活
動
、必
要
性
を
理
解
し

て
い
る
地
域

・�

民
生
委
員
と
自
治
会
が
日
ご
ろ
か
ら
連

携
し
て
い
る
地
域

・�

地
域
活
動
が
活
発
な
地
域

・�（
比
較
的
）高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
な

い
地
域

【
委
員
活
動
を
続
け
や
す
い
環
境
と
し
て

	

あ
げ
ら
れ
た
内
容
】

・�

民
児
協
内
の
風
通
し
が
よ
い
、相
談
し

や
す
い
関
係
性
で
あ
る

・�

地
区
内
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
と

情
報
交
換
が
で
き
る

・�

活
動
の
な
か
で
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る

今
後
に
向
け
た
提
案
～
実
施
主
体
別
～

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、民
生
委
員
の
な
り

て
確
保
の
た
め
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
取

り
組
み
を
、主
体
別
に
整
理
し
ま
し
た
。

な
り
て
確
保
に
は
、こ
れ
ら
の
主
体
が
協

力
し
あ
い
、と
も
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。

（1）
国
で
取
り
組
む
こ
と

・�

各
省
庁
に
対
す
る
民
生
委
員
活
動
の
理

解
促
進

・
安
心
し
て
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り

・�

配
置
基
準
、年
齢
要
件
が
参
酌
基
準
で

あ
る
こ
と
の
積
極
的
な
周
知

・�

企
業
へ
の
働
き
か
け

・�

一
斉
改
選
に
関
し
て
の
積
極
的
な
周
知

と
早
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
提
示

（2）
地
方
自
治
体
で
取
り
組
む
こ
と

・��

実
情
に
合
っ
た
配
置
基
準
や
選
任
要
件

の
検
討

・�

な
り
て
確
保
へ
の
主
体
的
な
取
り
組
み

・�

業
務
の
見
直
し

・��

研
修
や
情
報
交
換
の
場
の
充
実

・��

単
位
民
児
協
運
営
の
支
援

・�

欠
員
地
域
へ
の
対
応

・�

事
務
局
機
能
の
強
化

（3）
各
地
の
民
児
協
で
取
り
組
む
こ
と

・�

委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

・�

働
き
な
が
ら
活
動
す
る
委
員
へ
の
理
解

・�

時
代
の
変
化
や
所
属
委
員
の
状
況
に
合

わ
せ
た
活
動
の
見
直
し

・�

水
平
型
組
織
と
し
て
の
単
位
民
児
協
運

営
・�

意
見
具
申
の
実
施

・�

普
段
の
活
動
の
な
か
で
の
意
識
づ
け

・�

や
り
が
い
の
発
信

（4）
全
民
児
連
が
取
り
組
む
こ
と

・�

国
・
地
方
自
治
体
へ
の
要
望
活
動

・�

社
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル

・�

広
報
活
動
の
支
援

・��

各
地
の
取
り
組
み
の
発
信

・�

都
道
府
県
・
指
定
都
市
や
市
区
町
村
民

児
協
の
リ
ー
ダ
ー
層
に
向
け
た
支
援

令
和
４
年
12
月
の

一
斉
改
選
を
振
り
返
る

な
り
て

第１回

実践事例紹介

に
向
け
た

と

　
取
り
組
み
を
考
え
る

定
着

確
保
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令
和
６（
２
０
２
４
）年
３
月
１
日
、全

民
児
連
評
議
員
会
で
令
和
６
年
度
事
業
計

画
を
決
議
し
ま
し
た
。

《
令
和
６
年
度
事
業
計
画 

活
動
の
重
点
》

 

重
点
１  �

活
動
環
境
の
整
備
と
委
員
活
動

へ
の
包
括
支
援
・
改
善

・�

活
動
環
境
の
改
善
整
備
の
要
望
活
動
等

を
厚
生
労
働
省
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、
地

方
公
共
団
体
等
に
向
け
て
展
開
す
る

・�

な
り
て
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
を
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
全
民
児
連
と
し

て
の
広
報
活
動
を
行
う

・�

制
度
創
設
１
１
０
周
年〔
令
和
９

（
２
０
２
７
）年
度
〕に
向
け
て
事
業
の

展
開
、
財
政
、
組
織
機
能
・
体
制
の
強

化
を
検
討
す
る

 

重
点
2  �

こ
ど
も
家
庭
政
策
の
課
題
と

児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
の

連
携
・
活
動
強
化
に
つ
い
て

・�

主
任
児
童
委
員
制
度
の
現
状
と
課
題
、

今
後
の
あ
り
方
の
検
討
結
果（
中
間
整

理
）に
基
づ
く
取
り
組
み
強
化
と
と
も

に
、
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
連

携
し
た
活
動
等
の
検
討
を
深
め
る

・�

改
正
児
童
福
祉
法
施
行
に
伴
う
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
活
動
へ
の
影
響
と

こ
ど
も
家
庭
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
継

続
的
に
情
報
収
集
し
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
す
る

 

重
点
3  �「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に

向
け
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

・�

２
０
２
５
年
問
題
に
向
け
て
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
を
取
り
巻
く
課
題
の
実
態

を
把
握
し
、
課
題
提
起
を
す
す
め
る

・�

孤
独
・
孤
立
対
策
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
へ
の
包
括
的
な
支
援
体
制
を
担
う

地
方
公
共
団
体
に
働
き
か
け
る

 

重
点
4  �

災
害
へ
の
備
え
と

被
災
地
民
児
協
支
援

・�

こ
れ
ま
で
の
被
災
地
民
児
協
支
援
の
取

り
組
み
の
検
証
と
、
今
後
の
新
た
な
支

援
に
向
け
、
引
き
続
き
検
討
す
る

・�

長
期
的
な
復
旧
・
復
興
支
援
に
あ
た
る

被
災
地
民
児
協
の
支
援
と
風
化
防
止
に

取
り
組
む

令
和
６
年
度
全
民
児
連
の

事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

令
和
６
年
５
月 

孤
独・孤
立
対
策
強
化
月
間
に

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す

孤
独
・
孤
立
の
問
題
が
広
が
る
な
か
、

社
会
全
体
で
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。国
は
、孤
独
・
孤
立

対
策
推
進
法
施
行
を
契
機
に
、孤
独
・
孤

立
に
つ
い
て
の
理
解
・
意
識
や
機
運
を
社

会
全
体
で
高
め
て
い
く
た
め
、５
月
を
強

化
月
間
と
し
、集
中
的
な
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
こ
れ
ま
で
も
、

日
常
的
に
身
近
な
地
域
に
お
け
る
見
守
り

や
助
け
合
い
等
の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、孤
独
・
孤
立
の
問
題

が
深
刻
化
す
る
な
か
、地
域
に
お
い
て
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
発
し
に
く
い
人
び
と
の
ニ
ー
ズ
把

握
や
地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り
づ
く
り
等

を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、災
害
に
備
え
て
は
、地
域
で
の

日
ご
ろ
か
ら
の
支
え
合
い
や
関
係
機
関
と

の
連
携
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、同
じ
く
地

域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
む
社
会

福
祉
協
議
会
、老
人
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
、孤

独
・
孤
立
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ

う
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、令
和
６
年

５
月
に
広
報
・
啓
発
活
動
や
支
援
活
動
を

展
開
す
る
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
呼
び
か

け
ま
す
。

実
施
期
間

令
和
６
年
５
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）

呼
び
か
け
団
体

・
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・�

全
国
社
会
福
祉
協
議
会（
地
域
福

祉
推
進
委
員
会
）

同
じ
く
５
月
に
あ
る「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日 

活
動
強
化
週
間
」に
は
、各

地
の
民
児
協
で
、民
生
委
員
・
児
童
委
員

Ｐ
Ｒ
活
動
や
見
守
り
訪
問
が
行
わ
れ
ま
す
。

見
守
り
訪
問
時
に
孤
独
・
孤
立
の
視
点

を
も
っ
て
対
象
者
と
関
わ
る
、各
広
報
媒

体
等
で
活
動
強
化
週
間
と
あ
わ
せ
て
孤

独
・
孤
立
対
策
強
化
月
間
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

全民児連
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お知らせ

知っておきたいハラスメント

民
鏡

秋
元
　
さ
つ
き

堺
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

副
会
長
・
本
紙
編
集
委
員

▼「
私
は
ア
ン
タ
に
生
か
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
、

す
ご
く
感
謝
し
て
る
ん
や
！
」「
ま
た
こ
の
家

で
前
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら
し
て
る
」「
大
変
あ

り
が
た
か
っ
た
の
で
、私
に
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
何
で
も
す
る
わ
」私
の
友
人
で
太
極
拳
仲

間
で
も
あ
る
独
居
の
女
性
が
、退
院
後
初
め
て

訪
問
し
た
私
に
発
し
た
一
方
的
な
会
話
で
す
。

さ
て
、何
が
彼
女
を
助
け
た
の
で
し
ょ
う
か

▼
そ
れ
は
、私
た
ち
に
関
わ
り
が
あ
り
、堺
市
の

高
齢
者
生
活
支
援
事
業
で
も
あ
る「
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
」で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、緊
急
時

に
通
報
ボ
タ
ン
ま
た
は
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
ボ
タ
ン

を
押
せ
ば
、消
防
局
に
つ
な
が
り
、救
急
車
や
消

防
車
の
出
動
を
依
頼
で
き
る
も
の
で
す
。
彼
女

は
ボ
タ
ン
を
押
し
た
時
に「
ど
う
さ
れ
た
ん
で

す
か
？
」と
い
う
声
を
聞
き
な
が
ら
も
声
が
出

せ
ず
、次
第
に
意
識
が
遠
の
い
て
い
き
ま
し
た
。

気
が
つ
く
と
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
お
り
、主
治
医

の
診
断
は
心
臓
弁
膜
症
で
九
死
に
一
生
を
得
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
る
か
は
市
町
村
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、身
の
安
全
・
お
守
り
の
つ
も
り
で
、利

用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
こ

の
制
度
を
知
ら
な
い
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

新連載スタート
〈 予告 〉

新連載が始まります
これまで本紙では、民生委員・児童
委員（以下、民生委員）の皆さんに法
務省が掲げる人権に関する 17の啓発
活動強調事項に基づき、各号で人権課
題を紹介してきました。
来月号からは、人権侵害にあたるハ
ラスメントに関する新連載を開始しま
す。

「ハラスメント」を防ぐために
近年、社会問題になっているハラス
メントとは、目的がどうであれ、「嫌
がらせ」や「いじめ」など、相手に不
快感や屈辱感、苦痛、不利益を与える
不適切な行為をさします。ハラスメン
トは、その人の尊厳や人格を不当に傷
つけるなどの人権に関わる許されない
行為です。

民生委員法第 15条では「民生委員
は、その職務を遂行するに当つては、
個人の人格を尊重し、その身上に関す
る秘密を守り、人種、信条、性別、社
会的身分又は門地によつて、差別的又
は優先的な取扱をすることなく、且つ、
その処理は、実情に即して合理的にこ
れを行わなければならない」と規定さ
れています。常に高い人権意識をもっ
て職務遂行にあたることが求められて
おり、委員活動の３つの基本姿勢のひ
とつに、「基本的人権の尊重」があり
ます。
担当地区での委員活動、さらに民児

協の組織内の活動においても、民生委
員は多くの人と関わります。人と接す
る場面が多ければ多いほど、本人の自
覚の有無に関わらず、ハラスメントが

起きる可能性はあります。
住民の立場に立って、住民との信頼

関係のもとに活動する民生委員がハラ
スメントや、それを防止するための対
策等について正しく理解することは必
要不可欠です。

今後の連載内容について
本連載では、まずは総論としてのハ

ラスメントの定義や種類等の基本知識
を学び、その後、実践的な対策を学ぶ
内容として、民児協の組織内の活動と、
地域における委員活動の２つに分けて、
留意すべきハラスメントを取り上げる
予定です。
お互いを思いやり、楽しく、心豊か

な活動と、その地域社会づくりに向け
て、取り組みのヒントを学びましょう。

5月12日を

「民生委員・児童委員の日」
として
記念日登録

【（一社）日本記念日協会認定】
しました！
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